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　 日本語では格関係を標示するた めに動詞を用 い る 。

格関係の理解の問題に関してみると、El本語の巨鴈亂ま、

表層を み れば動詞と対応し て その意味が
一i翻 に解釈

さR うるが、個 々 の肋詞を馭り出してその深層的意昧

を抽出しようとすると、多義的であるものが少 な くな

い 。本研究で閤題に する 助詞ガと ラ も 、深層格は馨重

で あると考え ら れ る 。 ガは、主格目力詞と し て動作壬や

経験者等をあらわすが、受動文や 可能夏 で は逆に 被軌

作主
・被経験者等とい う直接目的語をあらわ す。 つ ま

リガ に は 動 作 な ど の 主体をあ ら わ す用 法 と対象をあ ら

わす用法があるの で ある 。 他に 連体格としてげ繭 等を

マークする機能もある 。 ヲは対格の 助詞とし て頑接目

的語に付き 、他動詞の被動作
一
十一等を表す 。 動作主 を 標

示す る用法は な い 。し か し 、空間 ・時問の移動禰語と

状況補語に付くことがある 。

　 このように文法装置とそれの表す意味とが a対 1対

応してい な い 場合
’
、標識力すな わ δ 支法マーカーの 手

掛 り とし （の 強さ cue 　st．rergth （MacWh 　irm）ey 　 et 　a　l．

（1984）が弱いことが予想される 。 たとえば 、 トル コ語

は、＄○〉を墓本語牘と する奮語ごあ
．
っ て 、膠着語的

性格が強 い 後置詢誉語である点で、日本語との 共通性

が こ れ ま で 耋語学の 分野 で 指摘 さ れ て き た。し か し、

Slobin　and　Be＞er（19B2）の 奮i語獲得研究に よれば、日

本語の動詞はトルコ語の 接尾辞と比較し ζ標示力か弱

い こ とが指摘さ れ て C．、る 。　 しかし向じ日本語の 跏詞

と い っ て も そ の多義性はそれぞれ程度が畏な り、獲 1暑
の困難さの度合も助詞の種類によ っ て違 っ て い るであ

ろう 。 ガとヲは、夊中の動作王
一
被動作主を判断する

た め に重要 な 役割を果たすとい う点では共通するが、

ヲが被動作主のみを表すのに対し、ガはi助作！と被動

作主のどちらをも表 す用法が葡つ、ヲとは異な り単独

では意味的に中立的な格助詞であると い える 。

　本研究の目的は、日本語にお い て 動作主一被勒作壬

関係の理解に及ぼす助詞ヲ の 標示力を調べ 、助詞ガ
・

ハと比較することにある 。 我 々の仮説は、助訶ラの標

識力は助詞ガの標識力よりも強く、獲帽する の はよ り

容易であり 、 したが っ て獲得の時期は早い と い うこと

で ある。すで に 我 々は、酬   主性とい う概念を用 ハ て 、

助詞ガの標識力は跏詞ハのよりも強 い ことを明 らかに

し て い る （伊藤 ・田原 『986 ）。従 っ て 、も し こ の

仮 説が 支持さ れ れ ば、格関係に つ い （の餬詢の 手掛 り

の強さはヲ 〉ガ〉ハの幀に なると蕎えよう。

　 方 》去 ：

被艤者 ： 東京近嫐羽呆冓園年中 （4 歳 ）．年長 （5歳 ）

の幼1見，小学校 「輩 （6歳 ）．3 年 （8 歳）．5 年

　（怕歳）の 児量，中学較 1年 （／2歳 ），　 3 年 （14歳 ）

の生徒，大人の 8gy 　C
’
．荅群 伯名，計躑名 。　 刺激文

は全体の曳験計画で は liJ．］詞ラの要因 （φφ ・φラ ・ヲ

φ ： φは動詞無しをし め す）、軌詞の位置の要因 （N
NV ・VNi ＼卜 NVN ： N 〔ま名言司匂、〉は動詞句 ユ、

名詞の意味 の要因がやはり 3 水導 で （AA ・Al ・l

A ：A はAN嗣ATE，1は INANIMA下E）であ っ た。

　 実験朝籾 ：刺激文 を 録番 し た カ セ ッ トテ ー丿．ミ ニ

チ ュ ア の 動物と4翊 ．ナ
ー

プレ ：〕一一9
’一，A4 の白紙．

；己録用紙 。　 巻文型に対して
．一艇 ず っ ，合計 2 フ文を

録音した 4橦類 の テープを用意し た。まだ．4 夏 を 録

音したテープを．練習夊とし て 作成し た。三ミニ チ ュ ア

や 小物は．纈習文 ・
刺激文中 の 生物，無生物手1詞 に 対

応⇔
．
るもの である 。

　 手続き ：A4 の紙の上のランダムに置かれた 12 倒

の ミニ チ ュ ア．小物を命名することができるかどうか

確認した後．教示を与え ．練習文のテ
ー

プを聞かせ実

演することができたら課題に入 る 。 ミニ ブ ユ 丿ハ 小物

の 位置を変えて，4 本のテ
ー

プ の うちの 1本を実験者

が無作為に 選 び出 し て、聞 か せ て．実演 さ せる 。 総了

後，残 っ た 3本のテープの うち の 一
本を無作為 に 選び．

同様の手続さで実演 させる 。

　　糸古 果

　 丁able 　1．丁able2 ．の φφv ・
φヲ v ・ラ φv の 3

文型は、今回の実験のデ
ー

タの 一部に よ っ て お り．残

り の ハとガに つ い （の 右側 の 4 文型は、伊藤 ・田原 （

「 986 ）の結果 によ っ て い る 。 TabIe　1，は各文型に

おける第一名詞を動作主として選択した率 （％ ）をあ

らわし、　 Table　2．は、動詢に墓つ い て 動作主を選択
し た率 （正答率）を示してい る 。

　Table　1，2　に見 ら れ る ように、動作主一
被動作主

一動筰　と い う順番に表層化 さ れるい わゆ る 正語順の

文型 で あ る φヲ文 ・ガ φ 文 ・ハ φ文の 3 文型で は、あ

蒜 り年齢君墹 差が大き くなか っ た。 しかし全体的には、

φフ文 〉ガ φ夊〉ハ φ文 と い う順に助詞｛こよる動作
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主選択率が高か っ た 。 すなわぢ、正語順に お い てヲの

格標示力はガの格標示力よりも大きか っ たとい える 。

文型悶差が顕著に認め ら れるの は、第一名詞が被勤作

主 に あた るい わゆる逆語順 の 3 文型 で あ っ て 、全年齡

を通し て、逆語牘の 3 文型を比較すると、ラ φ文 〉φ

ガ文 〉φハ文とい う 順簓で正答率の差が あり、ここで

も格標示力はガよりもヲの方が強い ことが示された 。

　語順と劒詞が対立するヲ φ支をみ る と 4 歳児群と 5

歳児群の IE答率がそれぞれ 38 ％と 57 ％とい う こと

で、こ の 2 群に つ い ては跏詞に基づく文処理に語順が

大きく関与することが示された。特に 4 歳児にっ い て

は、劼詞ヲが付い て い るに もかかわらず 、 第
一

名詞を

動作主と選択した畢の方が跏詞 1こ蟇つく選択よ りも 多

か っ た 。

　名詞の意味（animacy ）に依存する度合は ， φφ文〉ハ

φ夏〉ガφ文〉φヲ文の順であり、この点からもヲ の

手掛りの強 さが明らか にな っ た。

　　苳 ξ察

　ラの格標識力はガより も強く、仮説は支持 さ れた 。

助詞の意昧が多重的なガよりも、ほぽい つも目的語の

マーカー
とし て 使われる形式と意味の対応が明確 な ヲ

の方が、格踟詞とし ζの 機能が 強 く 、習得 し や⇔い と

いえるのではな いだるうか。

　意味の要因や語順 に 左右されること無く、跏詞の機

能に基づい て文処理を文法的に正しい 方法で行うこと

がで き る よ う に な る の は1」岸 校以降である 。 遅い 獲掲

の原因として指摘されなけれ ばな ら な い のは、子ども

の奮語能力の問題よ り も 日本語の 薗詞 の 標識力の弱さ

の問題であろう 。 日本語夊法教育の車要性が示駿 され

る 。

　幼児が大人 の 発話の構文を理解し始める時期につ い

て瓜生（1986）は、2歳以前の子どもでも 生活場面では

覆育者 のかな り複雑な琶語教示 1こ従えることが経験的

に知 ら れ て い るこ と を踏まえ、使役命令∫zに おける動

作主体と動作語の理解が 2歳頃すで に成立することを

実験で確かめた 。 しかし他方では、文法的な 手掛 りで

ある助詞の手掛り を，意味的手掛り，例えば篇生性anim

acy や 、藷順 な どと対立させた塲面や、受動夏の理解

を課題としたときなどで は、文法的知識に墓 い て正し

く文処理ができる躊期は遅い ことが知られて い る 。 本

研究で も、このことが指摘 される 。

　実際の菖語運用で は、文理解の 手掛 り （助詞 ・詒順

・意味等）は競合的で な く相乗的に働 く場含が多く 、

獲帽途上にあ っ ても、現象的に は獲得ずみの ように観

察されうる事もあ ろ う。日本語肋詞の煙用
・理解の 闕

始から完成までの過程や、習得の機制を明 ら か に す る

ことが今後の課題で ある 。
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